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【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 測 定 試 料 Ｘ 線 源 と 、
　 測 定 試 料 か ら の Ｘ 線 を 検 出 す る Ｘ 線 検 出 器 と 、
　

　

【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 数 １ 】
　
　
　
　
【 請 求 項 ４ 】
　

に 一 次 Ｘ 線 を 照 射 す る
蛍 光

前 記 Ｘ 線 検 出 器 か ら の 信 号 か ら エ ネ ル ギ ー 毎 に 強 度 を 測 定 し て ス ペ ク ト ル を 求 め る 波 形
整 形 器 と 、

か ら な る 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 に お い て 、
　 濃 度 が 既 知 の 試 料 か ら 求 め た 基 準 と な る 感 度 と 、
前 記 感 度 と 共 に 測 定 試 料 か ら 求 め た 所 定 の 検 出 下 限 と な る よ う な 測 定 時 間 を 用 い て 、
前 記 測 定 試 料 の 分 析 を す る 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 。

試 料 に Ｘ 線 を 照 射 し て 前 記 試 料 か ら の 蛍 光 Ｘ 線 か ら 測 定 試 料 の 成 分 を 分 析 す る 蛍 光 Ｘ 線
分 析 方 法 に お い て 、
　 濃 度 が 既 知 の 試 料 を 分 析 し て 、 バ ッ ク グ ラ ン ド 強 度 と グ ロ ス 強 度 と か ら 基 準 と な る 感 度
を 求 め る 工 程 と 、
　 次 に 、 測 定 試 料 を 分 析 し て 、 所 定 の 検 出 下 限 と な る よ う に 測 定 時 間 を 求 め る 工 程 と 、
前 記 測 定 時 間 を 用 い て 測 定 試 料 を 分 析 す る 工 程 と 、
か ら な る 蛍 光 Ｘ 線 分 析 方 法 。

請 求 項 ２ に 記 載 の 蛍 光 Ｘ 線 分 析 方 法 に お い て 、
前 記 基 準 と な る 感 度 は 、 下 記 の 式 （ １ ） か ら 求 め る 蛍 光 Ｘ 線 分 析 方 法 。

請 求 項 ２ に 記 載 の 蛍 光 Ｘ 線 分 析 方 法 に お い て 、
前 記 測 定 時 間 は 、 前 記 測 定 試 料 の バ ッ ク グ ラ ン ド 強 度 と 前 記 基 準 感 度 と を 用 い て 、 下 記 の
式 （ ２ ） か ら 求 め る 蛍 光 Ｘ 線 分 析 方 法 。



【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 と 蛍 光 Ｘ 線 分 析 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 感 度 ＝ （ グ ロ ス 強 度 － バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 強 度 ） ／ 濃 度 　 （ １ ）
図 ２ の 式 よ り 、 測 定 時 間 を 指 定 す れ ば 、 基 本 ス ペ ク ト ル で の 検 出 下 限 を 求 め る こ と が 可
能 と な る 。 つ ま り 、 必 要 な 検 出 下 限 を 達 成 す る た め の 測 定 時 間 を 算 出 す る こ と が 可 能 と な
る 。
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